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クンダ・ディクシット●コロ
ンビア大学でジャーナリズ
ムの修士号を取得後、国連
本部付き記者としてBBCワ
ールドサービスに勤務。そ
の後、マニラに拠点を置く
通信社Inter Press Service
のアジア・太平洋地域局長
として、主流メディアでは
取り扱われないニュースの
取材・編集に携わる。主著
Dateline Earth: Journalism
As If the Planet Mattered
は、環境・開発問題につい
て有意義な報道をするため
の指南書として、世界各国
のジャーナリズム学科で用
いられている。カトマンズ
大学の客員教授としてジャ
ーナリズム教育にも携わる

ネパールの悲劇をどう伝えるべきか

P e r s o n Kunda Dixit クンダ・ディクシット●「Nepali Times」紙編集責任者

２
０
０
６
年
９
月
15
日
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
と
国
際

文
化
会
館
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ェ
ロ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）」
が
今
年
も
始
動
し

た
。
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
と
は
、
文
化
や
社
会
的
背
景
、
専
門
領
域
を
異
に
す
る
ア
ジ

ア
の
知
識
人
た
ち
が
、
２
カ
月
の
間
、
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
議
論
を
交

わ
し
、
領
域
横
断
的
な
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
は
か
る
と
い
う
共
同
作

業
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

す
ら
り
と
し
た
長
身
で
、
い
か
に
も
イ
ン
テ
リ
と
い
う
風
貌
に
温
厚
な
笑

み
を
絶
や
さ
な
い
ク
ン
ダ
・
デ
ィ
ク
シ
ッ
ト
氏
は
、
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
初
の
ネ
パ
ー

ル
人
フ
ェ
ロ
ー
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
誰
も
が
そ
の
名
を
知
る
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
後
、
現
在
は
弟
の
創
設
し
た
ヒ
マ
ー
ル
メ

デ
ィ
ア
社
の
「N

epali
T
im
es

」
紙
な
ど
を
拠
点
と
し
、
広
く
報
道
活
動
に

携
わ
っ
て
い
る
。
権
力
と
は
常
に
一
定
の
距
離
を
置
き
、
と
き
に
は
国
王
批

判
も
い
と
わ
な
い
そ
の
清
廉
な
報
道
姿
勢
は
、
国
内
外
で
定
評
が
あ
る
。

今
回
の
来
日
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
草
の
根
民
主
主
義
の

あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
。
そ
の
視
線
の
先
に
は
、
近
年
自
国
で
続
い
て
き

た
緊
迫
し
た
政
治
情
勢
と
、
そ
の
間

は
ざ
ま

で
生
き
残
り
を
か
け
て
戦
う
市
民
社
会

の
姿
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
世
界
各
地
の
戦
争
や
紛
争
を
報
道
し
て
き
た
同
氏

だ
が
、
そ
れ
は
常
に
他
者
の
争
い
だ
っ
た
。
い
ざ
自
国
の
内
紛
と
な
る
と
、

「
ま
っ
た
く
別
の
次
元
の
話
だ
っ
た
」
。
民
主
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
た

ネ
パ
ー
ル
で
起
こ
っ
た
01
年
６
月
の
王
族
殺
害
事
件
、
そ
れ
を
経
て
、
国
王
、

政
党
、
武
装
勢
力
、
市
民
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
混
乱
を
、

国
内
の
隣
人
に
、
そ
し
て
世
界
に
、
ど
う
伝
え
る
べ
き
か
。
自
国
の
悲
劇
を

当
事
者
の
立
場
で
報
道
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

日
本
滞
在
で
唯
一
残
念
な
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
毎
日
欠
か
さ
な
い
テ
ニ

ス
が
で
き
な
い
こ
と
、
と
笑
う
。
長
い
手
足
を
駆
使
し
て
縦
横
無
尽
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
舞
う
姿
は
、
普
段
の
静
か
な
語
り
口
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ

ど
、
力
強
く
そ
し
て
華
麗
な
こ
と
だ
ろ
う
。

（
八
木
和
美
）
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